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【はじめに】 

近年日本各地で災害が相次ぐ中、災害対策災害医療の重要性が高まっている。今回、災害

対策マニュアルを作成配布した。配布前後でアンケート調査を行い災害に対する意識の変化

を調査したので報告する。 

【目的】 

災害対策マニュアルを配布し災害対策について意識の向上を図る。 

【方法】 

維持透析患者 196 名を対象に、災害対策マニュアルを冊子で配布した。配布前後で、離脱方

法、避難経路と避難場所、伝言ダイアルについて、食事の注意点についてアンケート調査を

実施し、比較した。 

【結果】 

災害対策マニュアル配布前後のアンケート調査で離脱方法について知っている患者が 24%で

あったが、冊子の配布後には 40%となった。同様に、避難経路と避難場所は 32%が 65%へ、伝

言ダイアルは18%が36%へ、食事に関しては29%が45%へ、全てにおいて意識の向上がみられ

た。 

【考察および結語】 

災害対策マニュアルを配布することで、意識を高めることが出来た。災害時冷静な行動がと

れるよう、今後も継続的に、災害ビデオの視聴や避難訓練などが必要であると考えられる。 


